
≪発表のテーマ≫ 

＜発表概要or今年の取組みの特徴＞

所沢市
【人 口】 ３４２，６７５人（Ｒ６.１２.１現在）
【面 積】 ７２．１１平方キロメートル
【職員数】 ２，１３７人（Ｒ６.４.１現在）

＜メッセージ・意気込み＞

＜改善運動の特色やアピールポイントなど＞

全国どこの自治体でも生じているであろう
デジタルデバイドの課題。この取組方が一
つの答えだと自負しています！皆様の自治
体に資する発表ができるよう頑張ります！

ＤＡＴＡ

ＤＸ化が進む中で生じている「デジタルデバイド」の課題
解決に取り組んだ事例です。ヒトもカネもノウハウすらも
ない中、スマホのプロである「学生」を起用したことで、
行政、シニア、学生にとってwin-win-winな事業を展開す
ることができました。学生の募集に際しては、デジタル
ツールを有効活用し、効率よく進めることができました。

所沢市では平成１６年度より「有言実行発表会」を開催し、
改革・改善の実例や工夫した事業などの成果を共有してい
ます。今年度は第２０回目の節目を迎え、全庁から厳選さ
れた１３事例が発表されました。
市政施行７５周年を迎え、当市がさらに大きく飛躍できる
よう、改善改革活動を推進してまいります！

スマホは世代を繋ぐ架け橋！ 富岡シニアスマホ学園



部署名 埼玉県所沢市 市民部富岡まちづくりセンター
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取組内容

「スマホのプロ」である学生を起用！

ボランティア
証明書を発行

ボランティアなので
コストゼロ！

普段からスマホを
使用しているので
スキルが高い！

大人の協力者も用意！

←地域包括支援センター
（対シニアのプロ）

株式会社ジェイコム→
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取組内容

デジタルツールの有効活用！

所沢市こども・若者情報チャンネルで広報

こども未来部が運営する公式ＬＩＮＥアカウント

高2～大2世代約8,700人（配信時）が友だち登録中！

1

2 Kintone＆FormBridgeで業務効率化

ノーコードで誰でも簡単に業務アプリが作れるクラウドサービス

申込フォーム・管理アプリを作ったことで学生も職員も手続き楽々♪

庁内デジタル部門にて一括契約しているため新規コストゼロ！



効果
【After】

（改善の成果
・取組の効果）

デジタルデバイドの課題が
新たな地域振興の機会に変身！

まさにWin-Win-Win

社会経験

世代間交流

地域貢献

世代間交流

お悩み解消
情報格差解消

地域振興
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現在３回開催

シニア 計１５５名

学 生 計 ７２名


